
令和７年度公益財団法人ひばり事業報告書 

 

令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで 

 

１ 総括 

 

①  公益財団法人として法令順守を徹底し、社会的使命と役割・責任を自覚し、公

益・収益の事業バランスを図り事業推進に取り組むとともに、高島市の施設を

管理運営する指定管理者として、安心安全且つ快適にご利用いただける施設

づくりを心掛け、更なるサービスの向上に努めた。 

②  本年度、総合運動公園および体験交流センターゆめのにおいては、国民スポ

ーツ大会をはじめとする各種大会やイベント・催し物が行われたほか、３月の春

休み期間についても天候が良く、高校や大学の合宿利用も多数あり、昨年度を

上回る収益を上げることができた。 

③  家族旅行村ビラデスト今津においては、残雪の影響によるオープンの遅れ、

夏場の記録的な猛暑およびキャンプブームの落ち着きと思われる状況が重な

り、売上が伸び悩み大きなマイナスとなった一方、箱館そば鴫野においては、１

２月の開店以降、順調に売り上げを伸ばすことができ、降雪による一時的な落

ち込みはあったが、２月以降は天候にも恵まれ、過去最高の売上を計上するこ

とができた。 

④  経営面においては、増収となった施設もあるものの、電気・ガス料金をはじめ、

物価の高騰・最低労働賃金の引き上げ等、支出に関する影響が顕著となり最終

的な決算は赤字となり厳しい経営状況となった。 

 

（１） 高島市今津総合運動公園 

 

①  本年度は、土日祝日および繁忙期（夏季）の天候が比較的安定しており、心配

していた台風による影響もなかったことで、予定されていた各事業やイベント・

大会等は延期や中止になることなく順調に行われた。 

②  ５月には障スポソフトボールのリハーサル大会、６月には女子ソフトボールＪＤ

リーグ高島ラウンドと国スポを盛り上げる大会が開催された。 

③  ４回目となる「ＴＯＹＯＴＡラリーチャレンジｉｎびわ湖高島」が８月３１日に開催

され、約５，５００人（昨年比＋５００人）が来園され、ラリー競技や催し物を楽し

まれた。 



④  「わたＳＨＩＧＡ輝く国民スポーツ大会」が９月末に開催され、準備から後片付

けを含めると２０日間以上の施設利用があった。当施設では、成年女子ソフトボ

ールおよび高等学校軟式野球の２種目が実施され、開催日が平日であったに

も関わらず、公式練習日を含めると述べ３，３００人以上。また、１０月には障が

い者スポーツ大会ソフトボールが開催され、約２，５００名が来園され大会を盛

り上げた。 

⑤  冬季間は、屋内施設のみの稼働となったが、２月後半には積雪も無くなりテ

ニスコートやグラウンドの利用が可能となった。また、春休みには高校や大学の

スポーツ合宿で多くの団体利用があった。 

⑥  本年度は総合運動公園の魅力や情報発信、事業内容等をわかりやすく伝えら

れるよう、ホームページを刷新しスマートフォンでも閲覧できるよう改善した。 

 

（２） 家族旅行村ビラデスト今津 

 

①  ２月に降った大雪の影響で４月上旬まで残雪がありキャンプ場のオープンが

遅れたことや平年より早い梅雨明けによる長期間の猛暑となったほか、コロナ

禍のキャンプブームが下火となったことで予想以上に予約が入らず売上が伸

び悩み、更に経費増（物価高等）も影響し、収支は大きくマイナスとなった。 

②  ビラデスト今津開村３０周年として、３の付く日（平日のみ）のキャンプ場を特

別価格で提供し、６０組の利用があったほかオリジナルグッズも好評であった。

また、「３０周年記念フォトコンテスト」も開催し、４０件を超える投稿が寄せられ

た。 

③  長年、当施設を利用していただいている企業様から、３０周年を記念して森

のふしぎ館前の絶景スポットにフォトフレームを設置していただいた。 

④  雄大な琵琶湖を眼下に見下ろせる絶景スポットや四季折々に移ろうビラデス

ト今津の自然を SNS（インスタグラム）で情報発信し、施設利用の促進に努めフ

ォロワー数も１，８００人を超えた。 

 

（３） 体験交流センターゆめの 

 

①  総合運動公園を利用される団体のスポーツ合宿や大会等が増加したことに

伴いレストランの利用者数も増え、売上アップに繋がった。また、国スポ・障スポ

や TOYOTA ラリーイベントで体験学習室や会議室の貸出が多くあり、施設利

用料も増加した。 

②  食材の高騰等により、スポーツ合宿等で好評をいただいていた各種テイクア

ウト弁当の価格をやむなく値上げした。また、お手軽で低価格な「おにぎり弁当」

や「おにから弁当」の提供を開始した。 



③  そば打ち体験・レストランの PR として、新規のチラシ作成や運動公園利用者

への情報提供および JAF 会員優待店に登録し誘客に努めた。また、ホームペー

ジを全面リニューアルし、施設の情報やレストランのメニュー等々わかりやすく

リアルタイムに情報発信ができるよう取り組んだ。 

 

２ 健康づくり・スポーツ振興事業（公益目的事業①） 

 

（１）スクール・教室開催事業 

 

①  スイミングスクール受講生が県中体連・県高体連で好成績を収め、入賞者が

多数出た。 

②  琵琶湖で行ったカヌー教室は、全１１回を予定していたが、天候の影響で１０

回の実施となったが、延べ５８名が参加した。 

③  本年度は、スイミングスクールの無料体験会を定期的に行ったことで多くの

子どもが参加し新規入講に繋がった。また、各教室への参加募集や施設の利用

促進に SNS やホームページを活用し、情報発信に努めた。 

④ 学校水泳は市内９校の小学校および２校の中学校から依頼があり、５月から１１

月までの６カ月間（夏休み期間は除く）に亘って温水プールで実施し、延べ１，９

６４名に指導を行った。 

⑤  テニススクールにおいては、公認コーチ２名を中心に年齢・競技レベルごとに

クラス分けを行い、効果的に受講生の体力増進と技術力向上に取り組んだ。 

 

スイミングスクール

コース 対象 実施回数 延べ参加人数

本科（幼児・ジュニア） 4歳～中学生 619回 9,917名

競泳 小中学生 275回 2,000名

成人 18歳以上 240回 1,074名

プライベート 小学生以上 35回 35名

グループ 小学生以上 4回 8名

学校水泳教室 小中学生 45回 1,964名

スイミング春の無料体験 4歳～小学６年生 １回 ２９名

スイミング秋の無料体験 4歳～小学６年生 １回 ３１名

スイミングスクール無料体験 4歳～中学３年生 １９回 ３９名  
 



テニススクール

コース 対象 実施回数 延べ参加人数

シニア 65歳以上 31回 123名

一般成人 18歳以上 139回 1,085名

ジュニアA 5歳～7歳 46回 334名

ジュニアB 7歳～9歳 95回 865名

ジュニアC 9歳～15歳 75回 209名

ジュニアD（選手） 13歳～18歳 152回 778名

プライベート 全ての方 41回 174名

テニススクールスクール無料体験 4歳～中学３年生 6回 10名

その他事業（艇庫）

事業名 対象 実施回数 参加人数

カヌー教室 小学生 10回 58名  
 

（２） 健康づくり事業 

 

①  高齢者が気軽に参加することができる運動教室を開催し、身体機能や生活習

慣の改善に取り組み、１０月に実施したフレイル予防教室では、昨年度を上回る

１５名が参加された。 

②  今津公民館事業の市内小学生を対象とした健康水泳教室を受託し、今津弘

川プールにおいて５日間実施し、１３５名の参加があった。また、今津町松陽台

区からの依頼で実施した高齢者出張体操講座には３６名が参加された。 

③  健康登山として、５月に新緑の「リトル比良」・１０月には紅葉の「山門水源の森」

をトレッキングした。 

④  水中歩行、脂肪燃焼運動やアクアビクスといったエクササイズには健康意識

の高まりもあり、定期的な開催によって多くの方が参加された。 

⑤  健康づくり事業を外部の有識者の方に評価、検討いただく「健康づくり事業

外部評価委員会」を１０月と３月の２回開催し、種々ご審議をいただき多くのア

ドバイスやご意見を頂戴した。 

 

事業名 対象 実施回数 参加人数

フレイル予防プログラム 65歳以上 1回 15名

いきいきトレーニング倶楽部 60歳以上 22回 166名  

 



事業名 対象 実施回数 参加人数

やさしいヨーガ 46回 367名

トレーニング講習会 10回 40名

水中歩行 30回 386名

アクアビクス 77回 816名

アクアエクササイズ 32回 406名

脂肪燃焼運動 38回 785名

登山 2回 13名

公民館水泳教室（受託） 小学生 5回 135名

松陽台区出張講座（受託） 65歳以上 1回 36名

18歳以上

 

 

（３） 大会・イベント等開催事業 

 

①  ８月に温水プールのリニューアルセレモニーが行われ、（公財）B&G 財団の常

務理事、高島市長を招いて開催された。また、同日には夏祭りイベントやサップ

体験等を行い多くの参加者に楽しんでいただいた。 

②  夏休みに艇庫前の琵琶湖で「マリンスポーツフェスティバル」を開催し、小学

生から高齢の方までの幅広い年齢層が参加され、カヌーやヨットの乗艇体験と

ともに水辺の安全学習も同時に行った。 

③  （一社）日本スイミンググラブ協会認定の公認泳力資格級の本年度合格者が

延べ１３０名、段位取得者が５名となり、日頃の取り組みを評価いただき今年度

も優秀クラブ賞を受賞できた。 

④  毎年恒例となったスクール生対象の「いちご狩り遠足」を３月に行い募集枠の

２０名がすぐに埋まり好評だった。 

⑤  グラウンドゴルフ大会は予定どおり、月例８大会とチャンピオン大会の計９大

会を行い、延べ８１３名が参加され競技を楽しまれた。また、ゲートボール大会

は３大会を実施し、市内外から、延べ３６４名が参加された。 

 

事業名 対象 実施回数 参加人数

グラウンドゴルフ月例会 8回 752名

グラウンドゴルフチャンピオン大会 1回 61名

ゲートボール大会 3回 364名

泳力認定 25ｍ泳げる方 8回 135名

18歳以上

 

 



事業名 対象 実施回数 参加人数

マリンスポーツフェスティバル 小学生以上 １回 18名

いちご狩り遠足 スクール受講生 １回 20名

サップ体験 １回 23名

B&G今津夏まつりイベント １回 49名
全ての方

 

 

３ ふるさと自然体験交流事業（公益目的事業２） 

 

（１） 自然体験・観察事業 

 

①  「世界の昆虫展とカブトムシの里」は好評により展示施設を拡大して開催した。

また、会場をより自然に近づける等工夫を凝らし、カブトムシの観察や手掴み

体験を実施したほか、普段見られない外国産の大型カブトムシとの写真撮影等

を行い開催期間中は多くの家族連れで賑わった。 

②  毎年恒例の星空観察会は天候の都合により３回の開催となったが、延べ３５

名が参加された。また、「オオクワガタの飼育体験」イベントには１８組が参加さ

れた。 

③  日本百名山の伊吹山や北湖、対岸の町並みを一望できる場所に設置した望

遠鏡は期間中８００回以上の利用があり、今年度設置していただいたフォトフレ

ームも多くの方が記念撮影され好評だった。 

 

事業名 対象 実施回数 参加人数

星空観察会 3回 35名

世界の昆虫展とカブトムシの里 30日 1,095名

オオクワガタ飼育体験 1回 18組

全ての方

 

 

（２） ふるさと体験等レクリエーション事業 

 

①  大学生等の団体客には、飯ごう炊飯やカレー作りといった野外での調理体験

が非常に人気で、期間中３４団体が体験された。 

②  魚つかみ体験も普段あまり経験できない人気の体験として、子どもを中心に

3回の開催で延べ225名が体験されたほか、キャンプファイアーや宝探し等々

レクリエーション事業を楽しまれた。 



③  そば打ち体験は、ホームページやSNSでの発信に加え、高島市周遊観光アプ

リやびわ湖高島観光ガイドに情報掲載していただき、２７６組・１，２３４名が体

験された。また、ネット予約も定着してきており、予約全体の２割ほどとなった。 

 

事業名 対象 実施回数 参加人数

春山開き １回 17名

キャンプファイヤー 7回 448名

飯ごう炊飯・調理体験（カレー） 34回 1,454名

宝探し体験 5回 149名

魚掴み体験 3回 225名

フィールドビンゴ 3回 45名

絶叫ブランコ・絶景遊歩道 開村期間中 11,552名

そば打ち体験 随時 1,234名

全ての方

 

 

４ 利用者への利便提供事業（収益事業） 

 

（１） 家族旅行村ビラデスト今津 

 

①  「レストハウス赤坂平」では、一般宿泊者にディナーやモーニングを提供する

とともに、ランチタイムには日帰りのお客様を中心に定食等、幅広いメニューを

取り揃え営業を行った。 

②  「バーベキューの館」では、大型連休や夏休み期間中は一般宿泊者のほか、企

業や学生等の団体客で賑わった。 

③  キャンプ場利用者には、薪の販売やアウトドアー用品のレンタル等、キャンプ

の必需品を充実して対応したほか、お客様のニーズに即した商品やお土産物も

多く取り揃えた。 

 

（２） 体験交流センターゆめの 

 

①  「ダイニングゆめの」では、地元産のそば粉を使用したそばメニューを中心に

定食やカレー等の軽食を提供した。また、総合運動公園で行われる大会やスポ

ーツ合宿に参加される方から「テイクアウト弁当」の注文も多くいただき好評で

あった。 



②  「わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ大会」に合わせて、びわ湖高島観光協会の

情報誌や高島市の観戦ガイドブックに高島グルメとして地元産のそばやレスト

ランの情報を掲載していただいた。 

③  より良い店舗づくりの一環として、「ダイニングゆめの」に BGM を導入した。

また、売店販売においては、地元特産品や新鮮な地元野菜を中心に品揃えを充

実させた。 

 

（３） 箱館そば鴫野 

 

①  燃料費や食材等の高騰に対応するため、一部のそばメニューや売店の商品の

値上げを行った。 

②  開店から順調な滑り出しであったが、１月下旬から２月上旬にかけては寒波

による大雪の影響もあったが、その後は天候も比較的安定したことで客足が大

きく伸び、売上は３，５００万円を超え過去最高となった。 

③  SNS のインスタグラムでフォロワー数が９００人を超えた。 

 


